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令和７年度 第１回 津駅周辺道路空間再編検討委員会 

議事要旨 
 

 

１．日 時 令和 7年 5月 9日（金） 9:30～ 

 

２．場 所 アスト津 4階 アストホール 

 

３．委 員 別紙のとおり 

 

４．議 事 

１）津駅周辺基盤整備の方向性(ビジョン)(案)について 

２）今後の検討について 

 

５．委員からの意見 

１）津駅周辺基盤整備の方向性(ビジョン)(案)について 

（主な意見） 

・掲載されている津波浸水想定の時点が古いのではないか。最新の状況を踏まえた方針をビ

ジョンに掲載すべきではないか。 

⇒最新の状況を踏まえ、掲載内容については検討させていただきたい。【事務局】 

 

・駅東口については、商業の集積および賑わい創出の点において、大きな課題があると感じ

ている。賑わいを創出するためには都市計画を見直すなど、行政が政策誘導し、土地活用

の方針を明確化しない限り、実効性のあるビジョンとならないのではないか。 

⇒現在の津駅周辺の商業の集積状況については、解決していかなければならない課題ととら

えており、今の段階から検討を行っていきたい。 

⇒賑わいの創出については、民間事業者のニーズが非常に重要と考えており、十分にサウン

ディング等を行い、具体的な整備方針を検討させていただきたい。【事務局】 

 

・駅西口の再整備にあたり、バリアフリーや賑わいの創出の視点を踏まえると、歩行空間全

面に雨除けの屋根を設置するべきではないか。 

⇒東西自由通路等の設置場所の検討と合わせ、屋根の整備についても検討を進めていきた

い。【事務局】 

 

・駅西口のスクランブル交差点をボトルネックとする交通渋滞の発生を課題とされている

が、どのように改善を図っていくのか、また、そもそも改善すべき問題点と考えているの

かご教示いただきたい。 

⇒ビジョンでの掲載方法の見直しについて、検討させていただきたい。【事務局】 

 

・自転車置き場について、現在の問題に対する具体的な改善の方針がビジョンに掲載されて

いない。有料化など、具体的な運用変更も見据えた記載としてはいかがか。 

⇒駐輪場の有料化等の具体的な改善方策については、今後、民間事業者へのサウンディング

調査を実施しながら検討を進めていく方針である。【事務局】 

⇒駐輪場の有料化については、違法駐車の増加とそれに伴う対策コストの増加といった、デ

メリットも存在する。様々な影響も考慮し、十分に検討する必要がある。 
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・関係者やプロジェクトが多岐に渡るなか、1 つの目指す方向性や役割分担が明確化されたと

いうことで、非常に良い形でとりまとまったが、将来イメージや目標に津市のオリジナリ

ティが薄いように感じる。また、将来の整備計画について、関係機関やプロジェクト間で

連携していくことで、調和が図られるとともに手戻りのリスクも減少する。一方で、現在

のビジョンではターゲットが明確化されていないと感じる。学生からのニーズなど、事業

の具体化を図っていくうえでは重要な視点であるため、ビジョンへの明記をお願いした

い。今後は、公共施設の都市機能の導入検討および、人流の主軸となる場所の検討など具

体的な配置計画を進めていってほしい。 

⇒いただいた意見を踏まえ、事業推進に向けて検討させていただきたい。【事務局】 

 

 

２）今後の検討について 

（主な意見） 

・長期間におよぶ事業のため、短期、中期、長期における明確な方向性を定め、津市全体の

まちづくりに対する機運を絶やさないように事業推進を図っていく必要がある。 

 

 

以 上 
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別紙 


